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21年度
目標年度

(年度)

45,562

23年度

①-1.環境安全課統計資料より把握。
①-2.環境安全課の調査資料により把握。　　騒音調査結果による基準を達成した割合＝基準を達成した件数／
調査件数×100
②-1.環境安全課の統計資料より把握。
②-2.下水道課の資料により把握。　　下水道水洗化率（公共・特環・農集）＝水洗化人口／下水道整備済人口
×100
②-3環境安全課の統計資料より把握。
③企画政策課の市民アンケート資料より把握。

・（事業所）各法律等の基準値を遵守するとともに地下水の節水、リサイクルの促進に努める。

55.0

下水道課

19年度

・環境監視体制の充実及び指導、パトロールの強化並びに環境保全の啓発活動を行う。
・下水道処理施設の整備、維持管理を行う。また、市民に情報提供や接続の普及促進を図る。
・地下水涵養の拡大や保全のための啓発・ＰＲ等その普及促進を図る。

市

①-2.騒音調査
結果による基準
を達成した割合

③水資源を守る
ため、取組みを
行っている市民
の割合

その他

施策の成果
向上に向け
ての役割分
担

対象指標名
施策の目的

【対象】
①市民

①市の人口

施策の目的
【意図】

（公害の防止）
（対象①）
①工場、事業所、家庭などから
の騒音・振動・排水などによる
公害から守られる。

（水環境の保全）
（対象①）
②.豊かで清らかな水環境で生
活できる。
③水資源や水環境に対する市
民や事業所等の理解と関心が
高まり、市民等が自ら環境と調
和したまちづくりに取り組んでい
る。

成果指標名
①-1.公害苦情
受付件数

19年度実績

59

84.4

①-1.市民が快適な環境で生活を送っているか否かについては、公害苦情受付件数でわかるのでこれを成果指
標とした。
①-2.公害防止調査の結果から基準値を超える件数の割合をみることで、公害の発生度合いがわかるので、これ
を成果指標とした。
②-1.河川の水質（ＢＯＤ）を測定することで、水環境の汚染度合いがわかるので、これを成果指標とした。
②-2.下水道水洗化率を見ることで、衛生的な生活を送っている度合いがわかるので、これを成果指標とした。
②-3.地下水位を定期的に測定し、経年変化の動向を監視していくことにより、地下水の利用状況や涵養など、将
来を見越す地下水保全の指標となる。
③水資源保全のための取り組みに対する市民の意識を表す指標となる。

20年度実績

51.4

②-1.河川の水
質（BOD）鴨川

②-2.下水道水
洗化率（公共・
特環・農集・合
併）
②-3.地下水位
（市内計測地（5
箇所）平均値）

＜0.5 1.1

5.57

46,459

68

97.2

20年度

46,036

平成22年度施策評価表

（平成21年度の振り返り、総括） 作成日

35 施　策　名 公害の防止・水環境の保全

殿村　伸二

・各人が環境問題に対する認識をもち、近隣の迷惑にならないように騒音、振動、排水等に留意する。
・下水道処理施設整備の目的を理解し、衛生的で快適な生活環境をつくる。
・有資源である地下水の保全のため、節水等に協力する。

80.4

4.94

79.3

5.53

環境安全課 主管課長名

81.1

市民

22年度
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単位

本数

千円
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千円

千円

5,494

23,102
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89,183 0

1,450

507

0

23年度計画22年度目標

6,058

5,280

22,202

278,873

5,575

482

66,081

21年度実績 24年度計画

16

284,598

5,546

545

３．施策の課題認識及び平成22年度の取り組み状況（予定）

　（平成21年度末で残った課題、既に平成22年度に取り組んでいること、又は取り組みの予定について記述。）

【公害の防止】市民に環境保全にかかる情報提供、事業所等の排水監視測定を定期的に実施した。苦情は速や
かに調査・実態把握に努め、迅速に現場対応し、関係者等と協議、トラブルの解決を図った。
【水環境の保全】21年度は前年度に引き続き、市内河川水質調査、日本カーバイド工業㈱魚津工場及びパナソ
ニックセミコンダクター社魚津工場の排出水検査を実施した。公共・特環下水道は第３期、４期事業認可区域を
整備中も、当該地区が主に郊外に進み、費用対効果が上がりにくく、急激な水洗化率向上が望めない。農業集
落排水事業は、西布施地区を整備中であり、21年10月には一部供用開始し、22年度完了の予定である。また、
下水道水洗化率は平成21年度81.1％で前年度より0.9％向上した。
地下水の保全については、効果のあった平成17年度の休耕田を利用した地下水涵養実証実験を期に、毎年実
施面積拡大の上継続した。また、事業所等の水のリサイクルも進んでいる

　（ここ数年の間、施策の成果向上に貢献してきた主な事務事業の取組み内容を中心に記述。）

ウ．住民期待水準との比較（成果水準が住民が期待していると思われる水準と比較してどうであるかを中心に記述。）

円

円

円 6,091

25,482

20年度実績

18

256,671

6,200

11

259,116

Ｇ．人件費　（定義式　：　Ｄ／人口 ）

区　　　　　分

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

Ｃ．事務事業に要する年間総時間

Ｄ．人件費　（Ｃ×１時間あたりの平均人件費）

対象（受益者）１単位あたり、若しくは市民１人あたりの施策の

Ｆ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）
　同　　　上

Ｅ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｄ）

効率性
指　標

施策の
トータル
コ ス ト

Ｈ．トータルコスト　（定義式　：　Ｅ／人口 ）
　同　　　上

19年度実績

平成21年度
の評価結果

１．施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること。）

【公害の防止】大気汚染は特に記述するものはないが、近年黄砂によるスモッグ状態になる期間がある。公害苦
情は依然としてあるもののその件数は横ばい状態である。交通騒音も、地球温暖化防止面から、公共交通機関
や自転車等の利用などにより、改善されつつある。
【水環境の保全】河川の水質（ＢＯＤ）もここ10数年改善され、良好な状態で維持されている。また、公共下水道や
農集事業も順調に進捗しており、住民の期待に対し十分成果が上がっているものと思われる。
地下水については、住宅用地等の開発行為にかかるもの,駐車場等の消雪用井戸などや事業者、個人の井戸利
用者が増加しているものと思われる。

◆公害の防止
　・市民へ環境情報の公開　・事業所等の排水監視測定　・公害苦情の調査、指導・改善　・騒音測定
◆水環境の保全
　・市内河川水質調査　・日本カーバイド工業㈱魚津工場及びパナソニックセミコンダクター社魚津工場の排出水
調査　・下水道施設整備・合併浄化槽設置助成　・下水道等の未接続世帯への接続依頼
◆水資源の保全
　・休耕田利用による地下水涵養　　・地下水利用事業所への水のリサイクルの推進　　・市民等に節水や水のリ
サイクルのPR・啓発　　・水（21、22年度は片貝川）の水循環の富大との共同研究　　・森林の保全・整備　　・自
噴井戸の節水による保全対策

【公害の防止】公害苦情件数は、平成21年度は減少した。これは市民一人ひとりの環境問題に対する認識が向
上しているためと考えられる。環境騒音の基準達成結果では19年度以降改善している。これは新8号線が整備さ
れ、交通量が分散された理由によるものと考えられる。しかし、当面、状況を注視していくことが必要である。
【水環境の保全】河川の水質（ＢＯＤ）は、良好である。下水道水洗化率は、平成20年度80.4％、21年度81.1％と
進んでいる。地下水位は近年横ばい状態であるが、平成21年度は改善しているが積雪が少なく消雪用の地下水
の利用が少なかったためである。地下水については、気候変化や土地利用の変化などにより地下水涵養量の減
少傾向である。

ア．成果水準の推移（成果水準がここ数年どのように推移しているかを中心に記述。）

イ．近隣他市との比較（成果水準が近隣他市と比較してどうであるかを中心に記述。）

【公害の防止】公害苦情件数は、魚津市と滑川市、黒部市と比較すると多い水準である。（近隣10件程度）
【水環境の保全】河川の水質（ＢＯＤ）は滑川市、黒部市と比較すると良好である。９市と比較して低い。地下水位
の状態は近隣市も本市と同様な状態である。

２．施策の成果実績に結びついているこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括
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